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兵庫県立工業技術センターと淡路瓦工業組合が共同で実施している製品瓦の品質

評価試験において、下記の結果が得られたことを証します。

言己

試験事項

ロ h
口ロ シロ

耐風圧力性能試験 (150サイクル法)

緑窯業株式会社製

結 果

試験条件:

J型緩勾配防災型

下記条件で試験した結果、異常は認められなかった。

ただし、試験方法は「瓦屋根標準設計・施工ガイドライン」第E編第2章

標準試験及び建設省告示第 1454号、第 1458号に規定された数値並びに構造

計算規定による。

繰り返し引き上げ力(P=WXAe):300 ON (342 9N/ぱ)

施工条件(施工材料及び緊結材)

試験瓦緊結方法

下地

瓦桟木

緊結材種類

全数緊結工法

合板(J認PW-60号) 厚さ 12mm

桟木(杉)防腐 ・キズリ加工高さ 15mm、幅30mm

下地:木工ピス 50mm

瓦桟木:ステンレルネイノレ (13 X 6 5mm) 

試験瓦:ステンレルネイル (13 X 6 5 mm) 

以下余白

平成 19年 L 月 L 日 兵藤粟立言
兵庫県立工業技術セ桜邸主プr口l":~""' ll

松井 J長長



添付資料

耐風圧性能試験 (150サイクル法)

1.試験日:平 成19年 1月 29日

2.試験場所:淡路瓦工業組合

3.試験体:緑 窯 業 株 式 会 社 製 J型緩勾配防災型

4.試験装置:側吉成産業製瓦引き上げ性能評価試験機

5.試験立会者:兵庫県立工業技術センター材料技術部長

兵庫県立工業技術センター材料技術部主任研究員

兵庫県立工業技術センター材料技術部主任研究員

淡路瓦工業組合事務局長

6.試験条件:

山中啓市

河合進

泉宏和

竹津英明

施工地域・施工部位等区分

屋根の部位 :一般平部

rri当たり枚数:1 6枚、有効瓦枚数仏e): 1 4枚

平均速度圧(q=O.6Er2Vo2):8 8 9 N /  s 

基準風速(Vo): 46 m/  s 

風速高さ方向係数但r=1.7(H/ZG)α):0.84 

屋根平均高さ(H):13m

地表面粗度区分(ZG):450 

地表面粗度区分(α): 0.2 

風圧力(W=q・Cr):-2222N/rri 試験体詳細

ピーク風力係数(Cf) :一 2.5

1枚当たり引き上げ力(=W/rri当たり枚数): 1 39N 
葺き枚数 :1 6枚

引き上げ力(P=WXAe):194 6N 
引き上げ枚数 :9枚

(引き上げ荷重:3000 N) 

施工条件(施工材料及び緊結材)
， 

試験瓦緊結方法 全数緊結工法

下 地 材質:合板(J認PW-60号) 厚さ:12mm 

瓦桟木 材質:桟木(杉)防腐 ・キズリ加工高さ 15mm、幅30mm

留め付け方法 下地:木工ピス 50mm

及び緊結材種類 瓦桟木:ステンレスネイル (13 X 6 5mm) 

試験瓦:ステンレスネイル (13 X 6 5 mm) 

7.試験結果:上記条件で試験した結果、異常は認められなかった。
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最大引き上げ荷重 :4730N/9枚
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